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晶振動子を用 いて標準ペ ルス 時系
列 を作 り、 コンピューターの指令
に応 じて適当に分周 し時間ベ ース









































図2.プ ロ ヅク ダ イ ヤ グ ラ ム
込ませてあり出力側 には図のような2×12ビ ット単位の正弦波半波が得 られる。 これをD一一A変換 し
た後ア ヅプダウンカウンターの零点 ごとに出る参照信号により半周期 ごとに極性変換を行 うと所要 の正
弦波が得 られ る。一周期は4×12ビ ッ トコ16384に 分割されているので分周を10厨3と してお
けば丁度1Hzが 得 られ ることになる。現在 この装置では10～10-7H乞 を作ることが出来る。』.さて
こうして得 られた正弦波出力 は適当に増幅 などして試料 の励振コイル に送 られ る。受信 ごイルに誘起 さ
れた不平衡信号はSQUID磁 束計で検出されるがその出力信号は適当に増 巾してA-D変 換 した後マ
イコンに入力記憶 させ る。 しかる後、予め記憶 させた標準参照用信号 の位相 に同期 してマィゴンにて稜
分を実行 してz'とκ"とを算 出している。 ところでマイコンにデータを入力 し記憶 させるには有隈時間
が必要で(現 在 ～200μsec),一 周期4×12ビ ッ.トのデータを全て記憶 させ ることは夫変非能率
である。従 って実際 には12ビ ッ トのア ヅプダウンカウソターの零点参照用信号を適当に分膚 して.その
出力パル スでA-D変 換を トリガー し,デ ー タの間引きを行 っで いる。現在 は1/§2に分周 して5・1』2
点 のデータを採取 してい る。
さてこの装置を作動 させるに当っての最大の悩みはマイコンとSQUIDの 相性の悪さといえる。 マ
イコン本体が様 々な機能制御用に出すパル ス信号は高感度を旨とするSQUlD検 出器へ の格好 の雑音
源 とな り動作が不安定 にな って しま うのである。相性の悪い ものは、嫁姑の関係に限:らず事情が許せば
別居 させ るのが最良 の解決策 とされているわけで、我 々はSQUID系 本体 と周辺機器は全て電波暗室
の中に入れ、マイコンとそれ に近接する上述の試作装置は室外 に放 り出すことに した。暗室内外の入出
力 リー ド線 には高域 フ ィルターを介在 させ た上、適当な 「おま じない?」 を施 して何 とか両者を うま く
とりなす ことが 出来 るようになった。
さて、1,2の測定例を図3と 図4に 示 した。図3は ランダム希釈系蟻酸 マンガ ン亜鉛混晶の転移点近
傍でのCole-Coceプロットであ り、図4は 塩化 コ～ レトのグ ラファイ ト層間化合物 につ い て測 定 した
0.GO5Hzで のκ'(ω)一:r曲線で ある。これ らの物質の特徴につ いては既に本誌 で も紹介 した2・3)
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図4.Z'(ω)一 丁曲線例(塩 化 コバル ト
のグ ラファイ ト層間化合物)
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